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【機密性２】令和４年度 鳥取県道路メンテナンス会議等主催の講習会等

○令和３年度と同様、自治体職員及び直轄職員の知識・技術力向上を目的に、各講習会等を実施。

令和４年度の点検等技術向上支援（講習会等）

講習会等名称 内容 開催日 参加者他 主催

道路構造物の維持管理 舗装・道路付属物・トンネル 11月10日 116名 鳥取県建設技術センター

橋梁点検と補修計画 点検及び補修計画策定時の留意点 9月8日 85名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（PC橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

11月29日 84名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（鋼橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

10月28日 73名 鳥取県建設技術センター

橋梁ストックマネジメント 点検・診断・補修におけるポイント 2月17日 12名 鳥取県建設技術センター

講習会等名称 開催時期 参加者他 主催

「パネル展示」による道路施設の老朽化対策ＰＲ
令和４年度

(※H30.４.27～継続実施)
各公共施設等 鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁合同点検（市町村支援）
＜直営点検関連＞橋梁健全性判定会議（市町村支援）

１０～３月
※場所(県内５事務所)

県・市町村の
担当者

鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁健全性再判定会議（市町村支援） （対象橋梁なし） ─ 鳥取県道路メンテナンス会議
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老朽化対策パネル展示状況

鳥取河川国道事務所１階ロビー パネル展示状況 鳥取河川国道事務所１階ロビー パネル展示状況

道の駅若桜 桜ん坊 パネル展示状況 道の駅きなんせ岩美 パネル展示状況
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安全で安心な道路橋をめざして
点検により橋梁に損傷や劣化が見られた場合は、原因を究明し、適切な工
法により補修を行うことで健全な状態を維持しています。

損傷した部材の取替え

鋼材の当て板補修

コンクリートのひび割れ補修

国道373号志戸坂大橋
八頭郡智頭町駒帰

P8橋脚伸縮装置の止水機能が失わ
れているため、新しい伸縮装置に
取り替える工事を行いました。

補修前 補修後

補修箇所
志戸坂大橋

補修箇所

国道373号あわくら橋
英田郡西粟倉村影石

コンクリートに生じたひび割れを
塞ぐ補修を行いました。

補修前 補修後

あわくら橋

補修前 補修後

国道9号大賀橋(本線下り)
鳥取市賀露町字犬伏

主桁の一部が腐食して欠損してい
たため、鋼材を継ぎ足して補強す
る工事を行いました。

大賀橋(本線下り)

補修箇所
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ただいま、橋梁点検中
鳥取河川国道事務所では、橋梁毎に5年に1回の定期点検を実施しておりま
す。国道9号、29号、53号及び鳥取自動車道を合わせて397橋を管理してお
り、毎年60橋の点検を実施しております。

橋梁点検の作業状況

高いところにある橋の点検には橋梁点検車やリフト車を使います。点検員
は橋の下に回り込み、様々な箇所をもれなく点検します。

狭隘部飛行可能な新型小型ドローン（J2）を
使用し、人が近接しにくい箇所の点検を行い
ます。高性能カメラ(4K)を搭載しており、0.1
㎜程度のひびわれも検知します。6つのセンサ
ーカメラとAIにより、物にぶつからず飛行可
能となりました。またAI自動認識より、非GPS 
環境下でも飛行可能となりました。

橋の劣化や損傷を見逃さないため、点
検員はできるだけ接近して調査を行い
ます。点検ではハンマーを使った打音
調査を行います。叩いた時の音や感触
から、まだ表面に現れていない内部の
異常を発見することができます。

点検支援技術(ロボット点検)近接目視点検

【写真例】J2操作･損傷確認状況
【写真例】J2撮影写真

【写真例】狭隘部飛行状況

撮影映像を確認

【写真例】狭隘部飛行状況(拡大)
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令和４年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①２巡目点検橋以降の橋長１５ｍ以下の橋梁又は、単径間で直営点検が実施できると判断した橋梁

②脚立等により近接目視が可能な橋梁

③前回の点検で健全性ⅠかⅡと判定された橋梁

現地点検：鳥取県では令和元年度から試行を実施

全県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

鳥取県 （実施日） 11/28 10/26 11/1 10/27 11/17

19橋 4 4 4 4 3

市町村 236橋（6市町） 120（1市） 2（1町） 34（3市町） 80（1市） 0

【直営点検実施状況（橋梁数）】

【直営点検実施状況（のべ参加人数）】

全県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

鳥取県 29人 8 5 5 6 5

4人（3市町） 0 0 2（2市町） 2（1町） 0

市町村 199（6市町） 120（1市） 2（1町） 23（3市町） 54（1市） 0
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令和４年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①職員による「直営点検」健全性を仮判定した橋梁
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁

健全性判定委員会（県５事務所で専門家の助言を受けて道路管理者が判定）

県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

実施日 1月～3月 2/21～
（書面）

1/11 3月上旬
（書面）

3月上旬
（書面）

3月上旬
（書面）

構成人数 － ６人（所長、課
長、参事、室
長他）

８人（所長、課
長、室長、課
長補佐）

６人（局長、課
長、参事、課
長補佐）

調整中 ７人（局長、課
長、室長、課
長補佐）

県対象橋梁（直営点検） 19橋 4 4 4 4 3

県対象橋梁（委託業務） 42橋 33 5 3 0 1

市町村対象橋梁（直営） 0橋 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（委託） 0橋 0 0 0 0 0

【県各事務所の健全性判定委員会】

【参加者】
①鳥取県、②鳥取県建設技術センター（助言：専門家）
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令和４年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①各事務所の健全性判定委員会で判断の分かれるものや特異な事例の判定
②県内の判定や全国的な判定との整合

鳥取県道路橋健全性再判定会（鳥取県道路メンテナンス会議で実施し、各道路管理者が判定）

県（合計） 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

県対象橋梁（直営） 0 0 0 0 0 0

県対象橋梁（委託） 0 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（直営） 0 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（委託） 0 0 0 0 0 0

【鳥取県道路橋健全性再判定会 開催日 書面開催】

※令和４年度は、鳥取県道路橋健全性再判定会の予定は無し
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令和４年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

各市町村の小規模道路橋直営点検結果

令和５年度以降のスケジュール（案）

【令和４年度成果】
・県と３市３町で２５５橋の直営点検を実施。
・県実施分について、県５事務所で２９人、３市町で４人が実施したことにより、各職員の技術力向上が図れた。
・また、市町村実施分について、６市町で延べ１９９人が実施したことにより、各職員の技術力向上が図れた。
・点検コスト（委託費）のうち約64,000千円のコスト縮減が図れた。（250千円×255橋：幅員8m・橋長5～10m・点検車なし）
・健全性判定会で専門家の助言を受けることにより、各事務所・市町村・委託成果の判定基準のバラツキが改善された。

各市町村の小規模橋梁直営点検意向調査（令和５年２月時点）
県 鳥取市 岩美町 八頭町 若桜町 智頭町 倉吉市 三朝町 湯梨浜町 北栄町 琴浦町 米子市 境港市 日吉津村 大山町 伯耆町 南部町 日野町 江府町 日南町

① 直営点検の実施可否 ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × × × ×

② 令和４年度の直営実施予定箇所数 19橋 120橋 × × × 2橋 5橋 × 13橋 16橋 × 80橋 × × × × × × × ×

③ ①の対象橋長 １５ｍ以下 ５ｍ以下 × × × 20ｍ以下 15ｍ以下 × 10ｍ以下 15ｍ以下 × 10ｍ以下 × × × × × × × ×

④ ①の対象橋梁の健全性 Ⅰ、Ⅱ、ⅢⅠ、Ⅱ、Ⅲ × × × Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ × Ⅰ Ⅰ、Ⅱ × Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ × × × × × × × ×

⑤ ①の対象橋梁のその他条件※１ ①②⑤ ①② × × × ①② ①②⑤ × ①②④⑤ ①②⑤ × ①②④⑤ × × × × × × × ×

⑥ 県が試行実施する直営点検への参加状況 - × × × × × ○ × ○ × × × × × × ○ ○※2 × × ×

⑦ 県が試行実施する健全性判定会への参加可否 - × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

⑧ 建設技術センターの支援（市町村単独） - × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ×

【各市町村の今年度の直営点検計画】

【県試行直営点検への参加への意向】

【建設技術センターの支援業務について（公共工事発注者支援業務：直営点検支援）】

支援委託業務（道路企画課） 建設技術センター
点検（各事務所） １０～２０橋（現地２日）

診断（各事務所判定会） １日（各事務所）
診断（合同判定会） １日（県庁）
市町村支援（点検） 各事務所合同点検

市町村支援（判定） 判定会合同開催
※スケジュールは目安なので、各事務所で支援委託業務と日程を調整し実施する。
※黒着色は令和５年度の予定。斜線部は令和４年度の県の実績。

スケジュール
３月

令和５年度予定
２月１０月 １１月 １２月７月 ８月 ９月４月 ５月 ６月 １月
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〈目的〉健全性判定会は、「直営点検」の健全性判定を適正に行うため及び職員の道路橋梁メンテナンスに関する技術力向上に資することを目的とする。
県の判定会に市町村も参加し、小規模道路橋の点検と判定について助言を受け、技術力向上と知識を取得する。

〈内容〉①職員による「直営点検」で健全性を仮判定した橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
上記①、②の橋梁について専門家（道路メンテナンス事務局、建設技術センター）の助言を受けて道路管理者が判定。
判定会に委員長（各県土整備事務所長・局長）を置き、アドバイザー（専門家）の技術的意見（助言）を受ける。

〈鳥取県道路橋健全性判定会〉
【概要】●鳥取県土(書面)、八頭県土(1/11)、中部県土（書面）、米子県土（書面）、日野県土(書面)

●参加者：鳥取県、鳥取県建設技術センター （令和４年度は市町村の参加なし）
【対象橋梁】６１橋： 県（直営）１９橋、県（委託）４２橋 （令和４年度は市町村管理橋梁なし）

〈事例紹介〉～八頭県土整備事務所の取り組み例～
【概要】●日 時：令和５年１月１１日（水）

●場 所：鳥取県八頭庁舎 第２会議室
●参加者：１８名 ＜鳥取県（１５）、建設技術センター（２）、コンサル（２）＞ ※( )は人数。

【対象橋梁】 ９橋 ＜県（直営）４橋、県（委託）５橋 （令和４年度は市町村管理橋梁なし）
【判定結果】●仮判定からの変更 ０橋

●再判定会に持ち込み ０橋

講習会等実施内容 〈道路橋健全性判定委員会（県内５事務所）〉

点検調書により仮判定した根拠と損傷状況を説明し、専門家の助言を受けるもの。助言を受けて各道路管理者が判定する。
参加の意向がある場合は市町村も参加し、損傷状況と評価のポイントについて学習。また、意見交換（質疑応答）も行っている。

令和４年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

整理
番号

管理者 路線 橋梁名 市町村
橋長
（ｍ）

点検日
前回点検
健全性

今回点検
仮判定

今回判定 再判定へ 備考

1 鳥取県 国道３７３号 前田１号橋 智頭町福原 3.0 2022/10/26 Ⅱ Ⅲ Ⅲ 直営
2 鳥取県 国道３７３号 樽見谷橋 智頭町福原 2.4 2022/10/26 Ⅱ Ⅱ Ⅱ 直営
3 鳥取県 国道４８２号 上河原橋 若桜町渕見 3.0 2022/10/26 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 直営
4 鳥取県 県道大江船岡線 才原橋 八頭町橋本 5.0 2022/10/26 Ⅱ Ⅰ Ⅰ 直営
5 鳥取県 県道若桜停車場線 若桜橋歩道橋 若桜町若桜 87.5 2022/10/17 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 委託
6 鳥取県 国道４８２号 新舂米橋 若桜町舂米 21.5 2022/10/17 Ⅲ Ⅱ Ⅱ 委託
7 鳥取県 県道若桜湯村温泉線 赤松前橋 若桜町赤松 25.2 2022/10/19 Ⅲ Ⅱ Ⅱ 委託
8 鳥取県 県道郡家鹿野気高線 船岡大橋 八頭町船岡 49.0 2022/10/20 Ⅲ Ⅱ Ⅱ 委託
9 鳥取県 県道八東停車場線 八東橋 八頭町才代 109.8 2022/8/16 Ⅲ Ⅱ Ⅱ 委託
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